
平成２４年 ２月１６日 

 

高速増殖原型炉もんじゅのナトリウム漏えい検出器用 

サンプリングブロアの停止による運転上の制限の逸脱からの復帰について 

 

発生日時 平成２４年 ２月１６日（木）１５時１２分 

発生場所 
高速増殖炉研究開発センター 

高速増殖原型炉もんじゅ 原子炉補助建物 

状  況 

高速増殖原型炉もんじゅは、低温停止中（Ａ，Ｃループドレン、

Ｂループポニーモータ運転中）のところ、１５時０２分、現場にて

保守担当課員が２次系ＢループのＲＩＤサンプリングブロアが停

止していることを確認し、１５時０５分、運転員が現場盤にて２次

系のＲＩＤランプが全て消えていることを確認しました。現場を確

認したところ、１５時１１分、２次系ＢループＨＤ－１，２のＲＩ

Ｄサンプリングブロアの停止を確認し、１５時１２分、ナトリウム

漏えい監視機能の停止による原子炉施設保安規定第３４条に定め

る運転上の制限の逸脱を宣言しました。 

また、１５時２２分に２次系の全てのＲＩＤサンプリングブロア

の停止を確認しています。 

なお、記録計などによって、１１時３８分頃に、これらのブロア

が停止していたと推定されます。 

１５時４６分、現場を確認し、ナトリウム漏えいがないことを確

認しております。また、セルモニタおよびＣＬＤによるナトリウム

漏えいの監視は継続して実施しており、ナトリウム漏えいの無いこ

とを合わせて確認しています。 

その後、１５時４７分にＲＩＤの制御電源のヒューズが切れてい

ることを確認、１６時３６分に当該ヒューズを交換し、１７時１４

分までに２次系Ｂループ及び２次メンテナンス冷却系の全てのサ

ンプリングブロアを再起動してナトリウム漏えい監視機能が回復

したことから、１７時２６分に運転上の制限の逸脱からの復帰を宣

言しました。 

 

環境への影響 本事象による環境への影響はありません。 

原  因 調査中です。 

備  考 

 
＜参 考＞ 
・ＲＩＤ：放射線イオン化式検出器（ガスサンプリング型ナトリウム漏え

い検出器） 
・ＣＬＤ：接触型ナトリウム漏えい検出器 


